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第
十
三 

  
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０ 

   
 
 
 
 

一 
  

一
九
五
六
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
情
報
産
業
は
ど
う
だ
っ
た
か
。 

 

『
情
報
処
理
産
業
年
表
』（
日
本
経
営
史
研
究
会
）
に
は
次
の
よ

う
な
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。（「
－
」
は
月
・
日
を
特
定
で
き

ず
の
意
） 

 

１
・
20 

Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
東
京
―
ロ
ー
マ
間
に
電
話
・
Ｐ
Ｔ
Ｓ
・
写
真 

 
 
 
 

電
報
回
線
開
設
。 

１
・
－ 

電
電
公
社
調
査
課
・
電
気
通
信
研
究
所
・
日
本
電
気
、
多 

 
 
 
 

重
搬
送
電
信
装
置
の
試
作
完
成
。 

１
・
－ 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
と
の
技
術
提
携
を
通
産
省
に
申
請
。 

３
・
－ 

Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
（
単
側
波
帯
）
４
通
話
路
方
式
を
対
米 

 
 
 
 

無
線
電
話
回
線
に
採
用
。 

３
・
－ 

富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
、
国
産
第
一
号
式
電
子
計
算
機
Ｆ
Ｕ 

 
 
 
 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
（
真
空
管
式
）
を
完
成
。 

４
・
－ 

日
立
製
作
所
、
低
速
型
で
１
０
階
の
線
形
微
分
方
程
式
を 

 
 
 
 

解
く
機
能
を
も
つ
、
総
合
精
度
０
・
５
％
の
ア
ナ
ロ
グ
式 

 
 
 
 

電
子
計
算
機
試
作
。 

６
・
－ 

Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
マ
イ
ク
ロ
波
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
）
長
距
離
伝
搬
実
験
開 

 
 
 
 

始
。 

７
・
24 

東
芝
鶴
見
研
究
所
、
小
向
工
場
で
製
作
し
た
新
型
（
低 
 
 
 
 

速
度
型
）
計
算
機
を
公
開
。 

７
・
－ 

日
本
電
子
測
器
、
東
大
と
協
力
し
て
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
第 

 
 
 
 

１
号
機
「
Ｐ
Ｄ
１
５
１
６
計
数
型
計
算
機
」（
技
術
計
算 

 
 
 
 

用
）
を
完
成
。 

７
・
－ 

電
気
試
験
所
の
和
田
弘
、
わ
が
国
初
（
世
界
で
３
番
目
） 

 
 
 
 

の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
式
計
数
型
電
子
計
算
機
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

 
 
 
 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅲ
」（
技
術
計
算
用
）
を
試
作
完
成
（
プ
ロ
グ 

 
 
 
 

ラ
ム
内
蔵
方
式
と
し
て
は
世
界
初
） 

９
・
19 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
日
本
で
初
の
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
の
設 

 
 
 
 

置
を
発
表
。 

10
・
－ 

東
京
通
信
工
業
、
ス
テ
レ
コ
ー
ダ
ー
・
Ｔ
Ｃ
―
５
５
２ 

 
 
 
 

型
を
発
売
。 

11
・
－ 

日
本
事
務
器
、
米
ヤ
コ
ベ
ル
グ
社
を
通
じ
て
西
独
ア
ド 

 
 
 
 

ラ
ー
会
計
機
の
輸
入
販
売
開
始
。 

－
・
－ 
富
士
通
、
リ
レ
ー
式
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
２
８
完
成
。 

－
・
－ 
電
気
試
験
所
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｔ
Ｌ
・
Ｒ
Ｔ
Ｃ
開
発
に 

 
 
 
 

着
手
。 
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－
・
－ 

東
京
大
学
和
田
英
一
、
テ
ー
プ
・
コ
ピ
イ
ン
グ
・
ロ
ボ
ッ 

 
 
 
 

ト
開
発 

－
・
－ 
日
本
電
気
と
電
電
公
社
電
気
通
信
研
究
所
、
電
子
交
換
機 

 
 
 
 

の
共
同
開
発
契
約
を
発
表
。 

－
・
－ 

沖
電
気
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
お
よ
び
電
子
交
換
機
の
研
究 

 
 
 
 

開
始
。 

－
・
－ 

沖
電
気
、
テ
レ
ッ
ク
ス
交
換
機
を
電
電
公
社
お
よ
び
Ｋ
Ｄ 

 
 
 
 

Ｄ
に
納
入
。 

  

こ
こ
で
注
釈
を
加
え
て
お
く
と
、「
Ｐ
Ｄ
１
５
１
６
」
は
パ
ラ
メ

ト
ロ
ン
四
千
三
百
個
と
真
空
管
百
二
十
本
を
使
っ
て
い
た
。
演
算
速

度
は
加
減
算
が
毎
秒
千
八
百
回
、
乗
除
算
が
千
五
百
五
回
だ
っ
た
。

日
本
電
子
測
器
は
の
ち
富
士
通
信
機
製
造
（
の
ち
富
士
通
）
に
吸
収

合
併
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅲ
」
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ
」
は
電
気
試
験
所
の
英

文
表
記
「Electro 

T
echnical 

Laboratory

」
の
頭
文
字
を
取
っ

た
略
称
。
ア
メ
リ
カ
製
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
回
路
と
東
京
通
信
工
業
の

点
接
触
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
百
三
十
個
、
Ｇ
ｅ
ダ
イ
オ
ー
ド
千
八
百

個
を
使
用
し
て
い
た
。 

 

東
京
通
信
工
業
は
国
内
で
は
「
東
通
工
」
と
略
称
さ
れ
、
す
べ
て

の
製
品
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
た
。
の
ち

「
ソ
ニ
ー
」
と
改
称
し
た
。
英
文
略
称
「
Ｔ
Ｔ
Ｋ
」
は
東
洋
陶
器
と

紛
ら
わ
し
く
、「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
」
は
覚
え
に
く
い
の
で
、
馴
染

み
の
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
が
選
ば
れ
た
。 

 

「
ス
テ
レ
コ
ー
ダ
ー
」
は
ス
テ
レ
オ
と
レ
コ
ー
ダ
ー
を
合
成
し
た

商
品
名
。
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
磁
気
テ
ー
プ
を
使
っ
た
録
音
装
置
で
、

国
内
よ
り
海
外
で
の
評
価
が
高
か
っ
た
。 
 

米
ヤ
コ
ベ
ル
グ
社
は
事
務
機
商
社
、
西
独
製
の
ア
ド
ラ
ー
会
計
機

に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
。
現
在
も
ト
ラ
イ
ア
ン
フ
・
ア
ド
ラ
ー
と
い

う
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
が
電
卓
を
製
造
し
て
い
る
。 

 

「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
２
８
」
は
富
士
通
信
機
製
造
が
開
発
し
た
パ
ラ

メ
ト
ロ
ン
式
の
実
用
二
号
機
。「
１
２
８
Ａ
」「
同
Ｂ
」
の
二
モ
デ
ル

が
販
売
さ
れ
た
。
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
は
共
振
回
路
の
パ
ラ
メ
ー
タ
励
振

回
路
に
よ
る
１
／
２
分
周
発
信
で
二
進
法
を
表
記
す
る
。
真
空
管
よ

り
信
頼
性
が
高
く
寿
命
が
長
い
特
性
が
あ
っ
た
が
、
演
算
速
度
が
遅

く
消
費
電
力
が
大
き
い
な
ど
弱
点
を
持
っ
て
い
た
。 

 
 

 

折
り
し
も
そ
の
前
年
、
つ
ま
り
一
九
五
五
年
の
こ
と
だ
が
、
ア
メ

リ
カ
の
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
か
ら
二
台
の
電
子
計
算
機
が
輸
入
さ

れ
た
。
そ
れ
は
真
空
管
を
使
っ
た
商
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、
五
四
年

の
一
月
に
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
が
発
表
し
た
最
新
鋭
機
だ
っ
た
。 

 
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
」
で
あ
る
。 

 

そ
の
マ
シ
ン
は
真
空
管
を
使
い
、
す
べ
て
の
情
報
を
「
０
」
と

「
１
」
に
置
き
換
え
る
ビ
ッ
ト
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
デ
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ー
タ
処
理
用
の
命
令
を
機
械
本
体
に
記
憶
さ
せ
る
ス
ト
ア
ド
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
技
術
が
実
装
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。 

 
原
型
は
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
に
米
陸
軍
の
委
託
で
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
二
人
の
研
究
者
が
開
発
し
た
「Electric N

um
 

erical Integrator and Com
puter

」（
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
：
電
子
式
数
値

統
合
型
計
算
機
）
に
あ
っ
た
。
真
空
管
を
使
っ
た
世
界
初
の
電
子
計

算
機
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
技
術
を
採
用
し
て
商
用
機
を
量
産
し
た
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド

社
は
、
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
調
達
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に

敗
れ
て
い
た
。
し
か
し
技
術
的
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
は
る
か
に
凌
駕
し

て
い
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

そ
の
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
」
二
セ
ッ
ト
が
船
に
載
せ
ら
れ
、

一
九
五
五
年
の
四
月
、
横
浜
港
に
着
い
た
。 

 

一
セ
ッ
ト
は
、
同
機
が
発
表
さ
れ
た
直
後
に
野
村
証
券
が
発
注
し

た
。
も
う
一
セ
ッ
ト
は
、
日
本
証
券
金
融
が
発
注
し
た
も
の
だ
っ
た
。

レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
は
先
に
注
文
し
た
野
村
証
券
を
待
た
せ
、
日

本
証
券
金
融
が
発
注
し
た
分
と
合
わ
せ
て
船
便
を
立
て
た
。 

 

野
村
証
券
こ
そ
が
、
国
内
初
の
電
子
計
算
機
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
は

ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
搬
入
す
る
ビ
ル
の
前
の
道
路
が
狭
か
っ
た
。

ビ
ル
の
窓
枠
を
外
し
、
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
周
辺
の
道
路
を
一
時
的
に
閉
鎖
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

野
村
証
券
の
ビ
ル
は
、
平
日
、
周
辺
の
道
路
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。 
 

一
方
の
日
本
証
券
金
融
の
場
合
も
、
若
干
の
事
情
が
生
じ
た
。 

 

ほ
ぼ
同
時
に
東
京
証
券
取
引
所
が
同
じ
マ
シ
ン
の
導
入
を
決
定
し

て
い
た
。
そ
こ
で
ト
ッ
プ
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
あ
る
い
は
大
蔵
省
の

指
導
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
証
券
金
融
は
マ
シ
ン
の
権
利

を
譲
っ
た
。 

 

幸
い
東
京
証
券
取
引
所
の
ビ
ル
に
は
道
路
を
遮
断
し
た
り
、
窓
枠

を
取
り
外
す
工
事
の
必
要
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
後
か
ら
割

り
込
ん
だ
東
証
が
「
設
置
」
第
一
号
と
な
っ
た
。 

 

野
村
証
券
初
の
技
術
系
社
員
と
し
て
入
社
二
年
目
だ
っ
た
戸
田
保

一
は
、
大
阪
大
学
の
工
学
部
を
卒
業
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
保
守
や
テ
レ
タ
イ
プ
装
置
の
運
用
・
修
理
の
仕
事
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
く
さ
っ
て
い
た
。 

 
そ
う
い
う
と
き
に
、「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
」
が
入
っ
た
。 

 
―
―
少
し
は
技
術
の
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。 

 
と
い
う
理
由
か
ら
、
電
算
シ
ス
テ
ム
部
長
・
大
野
達
男
の
目
に
止

ま
っ
た
。 

 

結
果
と
し
て
彼
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
か
ら
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
い
た
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る
全
世
代
（
真
空
管
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
、
Ｉ
Ｃ
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
）
を
実

務
で
体
験
し
た
生
き
字
引
的
な
存
在
と
な
る
。 

 
ま
た
佐
藤
雄
二
朗
は
、
立
教
大
学
経
済
学
部
四
年
生
の
と
き
、

「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
」
を
東
京
・
日
本
橋
の
野
村
証
券
本
社
に

入
れ
て
い
る
現
場
を
見
学
し
た
。
そ
れ
が
吉
澤
会
計
機
の
入
社
前
研

修
だ
っ
た
。 

 

「
大
き
な
ク
レ
ー
ン
に
吊
る
さ
れ
た
重
た
そ
う
な
マ
シ
ン
が
、
玄

関
脇
の
二
階
の
窓
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
動
い
て
い
く
。

ま
さ
に
、
固
唾
を
呑
む
、
と
い
う
風
景
だ
っ
た
。
何
人
も
の
作
業
員

が
取
り
付
い
て
、
二
階
の
窓
の
中
に
納
ま
っ
た
と
き
、
下
で
見
守
っ

て
い
た
人
た
ち
が
ワ
ッ
と
ど
よ
め
い
た
。
そ
の
次
に
歓
声
が
上
が
っ

た
」 

 

佐
藤
は
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
。 

 

戸
田
と
佐
藤
は
同
じ
年
、
同
じ
計
算
機
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
現

場
に
立
会
い
、
そ
れ
が
こ
の
業
界
に
入
る
出
発
点
と
な
っ
た
。
神
話

で
い
え
ば
「
か
み
の
よ
」
と
「
ひ
と
の
よ
」
の
境
目
に
、
こ
の
二
人

は
居
合
わ
せ
た
。
同
じ
時
、
同
じ
状
況
の
中
で
Ｉ
Ｔ
の
世
界
に
足
を

踏
み
出
し
た
こ
の
二
人
が
、
す
れ
違
い
を
重
ね
、
紆
余
曲
折
の
末
に

同
じ
会
社
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
奇
遇
と
い
う
ほ
か
な

い
。 

 

国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
の
危
機
感
を
あ
お
っ
た
の
は
日

本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
の
攻
勢
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

一
九
五
四
年
十
二
月
発
表
の
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
」、
一
九
六
〇
年

十
月
発
表
の
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
」
が
急
速
に
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
し
、

米
欧
日
の
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
に
基
本
特
許
の
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス

契
約
を
求
め
、
加
え
て
日
本
国
内
で
計
算
機
の
製
造
を
始
め
た
の
だ
。

そ
れ
が
、
国
に
よ
る
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
生
産
の
支
援
策
を
強
化
し

国
産
メ
ー
カ
ー
を
奮
起
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

そ
れ
は
、
た
し
か
に
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
国

産
メ
ー
カ
ー
が
ひ
そ
か
に
恐
れ
て
い
た
の
は
、
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社

の
技
術
力
だ
っ
た
。 

 

一
九
五
五
年
四
月
に
東
京
証
券
取
引
所
と
野
村
証
券
に
設
置
さ
れ

た
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
」
は
ま
た
た
く
う
ち
に
百
社
以
上
の
ユ

ー
ザ
ー
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。 

 

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。 

 

五
九
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
「
Ｕ
Ｆ
Ｃ
」（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
フ
ァ

イ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
と
「
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
」（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ

ッ
ド
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
に
は
、
当
時
の
国
産
メ
ー
カ

ー
が
逆
立
ち
し
て
も
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
な
い
先
進
の
技
術
が
応

用
さ
れ
て
い
た
。
Ｕ
Ｆ
Ｃ
は
大
容
量
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
オ
ン
ラ

イ
ン
処
理
が
可
能
で
あ
っ
た
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
全
面
的
に
固
体
回
路

（
シ
リ
コ
ン
・
チ
ッ
プ
）
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
高
速
性
能
は

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。 

 

加
え
て
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
は
、
大
型
電
子
計
算
機
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
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Ａ
Ｃ 

Ⅰ
」「
同
Ⅱ
」、
並
列
処
理
機
能
を
備
え
た
「
同
Ⅲ
」、
初
め

て
磁
気
薄
膜
記
憶
装
置
を
採
用
し
た
「
同
１
１
０
７
」、
オ
ン
ラ
イ

ン
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
機
能
に
優
れ
た
「
同
４
０
９
」
な
ど
を
立

て
続
け
に
投
入
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
で
も
追
随
で
き
な
い
状
況
が
生
ま
れ

て
い
た
。 

 

国
内
に
お
い
て
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
こ
そ
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
割
っ
て
入
る
と
い
う
状

況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
国
産
メ
ー
カ
ー
は
、
い
ま
だ

に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
や
っ
と
の
こ
と
と
い
う
段

階
に
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
通
産
省
は
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
保
護
と
育
成
が
、
国
内
産
業
の
発
展
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

と
判
断
し
、
近
い
将
来
の
産
業
振
興
策
と
し
て
最
重
要
の
課
題
と
し

て
認
識
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
と
き
、
官
僚
た
ち
が
注
目
し
た
問
題
点
は
演
算
回
路
の
技
術

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 

プ
リ
ン
タ
ー
や
外
付
け
記
憶
装
置
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
い
っ
た
周

辺
機
器
・
装
置
を
国
内
で
独
自
に
生
産
で
き
な
い
限
り
、「
シ
ス
テ

ム
」
が
構
築
で
き
な
い
こ
と
に
、
彼
ら
は
気
が
つ
い
た
。
さ
ら
に
そ

の
た
め
に
は
計
算
機
本
体
と
周
辺
機
器
・
装
置
と
の
間
で
適
切
に
デ

ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
仕
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
た
。 

 

こ
こ
に
お
い
て
初
め
て
、「
電
子
立
国
」
論
が
成
立
し
た
。
そ
の

骨
子
は
、
Ｏ
Ｓ
と
演
算
素
子
の
技
術
開
発
で
あ
る
。
そ
れ
を
モ
ノ
に

し
な
い
限
り
、
国
内
の
す
べ
て
の
産
業
が
ア
メ
リ
カ
に
牛
耳
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
の
年
の
三
月
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
が
真
空
管
式
の
電
子
計
算

機
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
」、
七
月
に
日
本
電
子
測
器
が
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式

の
「
Ｐ
Ｄ
１
５
１
６
」、
通
産
省
の
電
気
試
験
所
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ー
式
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅲ
」、
富
士
通
信
機
製
造
が
リ
レ
ー

式
の
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
２
８
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
開
発
し
て
い
る
。
海

外
で
は
、
八
月
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
が

「
Ｐ
Ｃ
Ｓ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
特
許
」
の
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン

ス
契
約
を
結
ん
だ
。 

 

富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
が
開
発
し
た
電
子
計
算
機
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
」

は
、
実
用
国
産
機
の
第
一
号
と
い
わ
れ
る
。 

 

岡
崎
文
次
と
い
う
人
が
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
設
計
す
る
目
的
で
、

四
九
年
か
ら
開
発
を
進
め
て
い
た
。
真
空
管
一
千
七
百
本
を
使
い
、

並
列
式
二
進
法
回
路
を
備
え
、
性
能
は
加
減
算
処
理
が
〇
・
一
ミ
リ

秒
、
乗
算
が
一
・
六
ミ
リ
秒
、
除
算
が
二
・
一
ミ
リ
秒
だ
っ
た
。
ミ

リ
秒
は
千
分
の
一
秒
だ
か
ら
、
加
減
算
を
毎
秒
一
万
回
こ
な
し
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
ソ
ロ
バ
ン
よ
り
は
る
か
に
速
く
、
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滑
ら
か
な
レ
ン
ズ
の
曲
面
を
描
く
方
程
式
を
一
週
間
か
か
っ
て
解
い

て
い
た
作
業
が
半
日
に
短
縮
さ
れ
た
。 

 
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ⅱ
」「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０

３
Ａ
」「
Ｕ
Ｍ
Ｃ
」（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
）、「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
５
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
」「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
Ｒ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｃ
」
と
い
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
と
い
う
よ
り
パ
ン
チ
カ
ー
ド
＋

真
空
管
式
電
子
計
算
機
）
の
新
機
種
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
発
売
し
た
「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
」
は
、「Random
 A

cces 
M
ethod of A

ccounting and Control

」
を
略
し
た
も
の
で
、
自
動

車
産
業
の
ニ
ー
ズ
に
向
け
て
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
電
気
式
計
算
機

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
５
」
と
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
」
に
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
５
０
」
を
装
着
し
て
お
り
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ

ム
か
ら
電
子
計
算
機
へ
の
橋
渡
し
を
果
た
し
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
５
０
は
五
百
万
ワ
ー
ド
（
一
ワ
ー
ド
／
六
ビ
ッ
ト
）
を

記
録
で
き
、
回
転
速
度
は
一
分
間
一
千
二
百
回
だ
っ
た
。 

  

国
内
で
は
以
下
の
よ
う
な
企
業
が
計
算
機
を
導
入
し
て
い
る
。 

  

１
月 

日
興
証
券
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
６
０
Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

 

３
月 

日
立
造
船
桜
島
工
場
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
０
２
Ａ
） 

 
 
 
 

川
崎
製
鉄
葺
合
工
場
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ 

Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

 
 
 
 

日
本
生
命
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
０
４
Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

 

４
月 

三
菱
日
本
重
工
業
川
崎
製
作
所
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ 

Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

 

８
月 

日
本
航
空
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
６
０
Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

 
 
 
 

東
京
瓦
斯
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

 
 
 
 

住
友
商
事
（
Ｎ
Ｃ
Ｒ
会
計
機
） 

 

11
月 

小
野
田
セ
メ
ン
ト
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ 

Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 
 
 
 
 

有
隣
電
機
精
機
（
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
２
８
） 

 
 
 
 

北
陸
電
力
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ 

Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

 

12
月 

日
本
鋼
管
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
） 

 
 
 
 

東
京
証
券
取
引
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
Ｐ
Ｃ
Ｓ
） 

  

証
券
、
生
命
保
険
、
重
工
業
、
電
力
・
ガ
ス
と
い
っ
た
業
種
の
大

会
社
が
電
子
計
算
機
を
導
入
す
る
の
は
第
二
次
大
戦
前
か
ら
の
こ
と

で
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
。
し
か
し
の
ち
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
な
い
し
情
報
化
投
資
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
金
融
機
関
、
な
か
ん
ず
く
都
市
銀
行
が
一
社
（
行
）

も
入
っ
て
い
な
い
の
が
目
に
付
く
。 

 

機
械
、
自
動
車
、
運
輸
、
通
信
、
流
通
、
小
売
と
い
っ
た
産
業
は
、

こ
の
時
点
で
は
発
展
途
上
な
い
し
基
盤
形
成
の
段
階
に
あ
っ
た
の
だ

が
、
金
融
機
関
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
な
か

っ
た
の
は
い
か
に
も
不
思
議
で
あ
る
。
投
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
に
理
由
が
あ
っ
た
の
か
―
―
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
電
子
計
算
機
と
い
う
も
の
は
よ
ほ
ど
高
価
な
機
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械
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
〝
た
か
が
〞
事
務
処
理
の
た
め
に
購
入
す
る

と
い
う
こ
と
は
風
変
わ
り
な
会
社
な
い
し
、
余
裕
の
あ
る
会
社
と
い

う
時
代
だ
っ
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

東
京
―
ロ
ー
マ
間
の
通
信
回
線 

一
九
六
〇
年
開
催
の
ロ
ー
マ
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
準
備
だ
っ
た
。 

Ｗ
Ｔ
Ｃ 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
統
括
す
る
組
織
と
し
て
一
九
四

九
年
に
設
立
さ
れ
た
。
正
式
名
称
は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
子
会
社
だ
が
、
海
外
へ
の
技
術
移
転
や

海
外
子
会
社
と
調
整
が
必
要
な
事
案
に
つ
い
て
は
、
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
も
Ｗ
Ｔ
Ｃ

の
傘
下
に
入
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
各
国
に
設
立
し
た
現
地
法
人
を
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

と
同
列
に
位
置
づ
け
、
各
国
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
間
で
の
取
引
き
を
Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｃ 

岡
崎
文
次
が
開
発
し
た
。レ
ン
ズ
を
設
計
す
る
た
め
だ
っ
た
。 

Ｐ
Ｄ
１
５
１
６ 

十
五
桁
の
十
進
レ
ジ
ス
タ
を
十
六
個
備
え
て
い
た
。 

Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅲ 

Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
電
気
試
験
所
の
英
文
略
称
。
ア
メ
リ
カ

製
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
回
路
と
東
京
通
信
工
業
（
の
ち
の
ソ
ニ
ー
）
の
点
接
触

型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
百
三
十
個
、Ｇ
ｅ
ダ
イ
オ
ー
ド
千
八
百
個
を
使
用
し
た
。 

東
京
通
信
工
業 

の
ち
「
ソ
ニ
ー
」
と
改
称
し
た
。 

ス
テ
レ
コ
ー
ダ
ー 

ス
テ
レ
オ
・
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
。
テ
ー
プ
デ
ッ
キ
方

式
で
録
音
・
再
生
が
出
来
た
。 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
２
８ 

富
士
通
信
機
製
造
が
開
発
し
た
リ
レ
ー
式
の
実
用
二

号
機
。「
１
２
８
Ａ
」「
同
Ｂ
」
の
二
モ
デ
ル
が
販
売
さ
れ
た
。 

レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
並
ぶ
米
国
の
電
子
計
算
機
メ
ー
カ
ー

だ
っ
た
。「
Ｒ
Ｒ
」
の
略
称
で
知
ら
れ
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
を
商
用
電
子
計
算
機

と
し
て
販
売
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
エ
ッ
カ
ー
ト
・
モ
ー
ク
リ
ー
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
社
が
資
金
不
足
に
陥
り
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
援
助
を
求
め
た
が
断
ら
れ
た
た
め
、
一
九
五
〇
年
に
レ
ミ
ン
ト

ン
ラ
ン
ド
が
買
収
し
た
。
そ
の
後
、
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
は
一
九
五
五
年

に
ス
ペ
リ
ー
社
に
買
収
さ
れ
「
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
」
社
と
改
称
し
た
。 

戸
田
保
一 

と
だ
・
や
す
い
ち
／
１
９
３
０
〜 

：
一
九
五
三
年
大
阪
大
学

工
学
部
通
信
工
学
科
を
出
て
野
村
証
券
に
入
り
、
七
三
年
野
村
コ
ン
ピ
ュ
タ

ー
シ
ス
テ
ム
取
締
役
。
同
社
常
務
、
専
務
、
副
社
長
を
経
て
野
村
総
合
研
究

所
副
社
長
と
な
っ
た
。の
ち
大
川
功
氏
に
招
か
れ
て
Ｃ
Ｓ
Ｋ
副
会
長
と
な
り
、

次
い
で
佐
藤
雄
二
朗
氏
に
請
わ
れ
て
ア
ル
ゴ21

技
術
担
当
最
高
顧
問
と
な

っ
た
。 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ 

Ⅰ 

「
Ｉ
」
は
ロ
ー
マ
数
字
で
「
ワ
ン
」
と
読
む
。
商
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て
設
計
・
開
発
さ
れ
た
初
の
マ
シ
ン
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と

比
べ
真
空
管
の
本
数
は
三
分
の
一
以
下
の
五
千
二
百
本
。
メ
モ
リ
に
は
百
本

の
水
銀
遅
延
管
を
使
用
し
、
一
万
本
の
ダ
イ
オ
ー
ド
を
搭
載
し
て
い
た
。
重

量
七
・
五
ト
ン
。
入
出
力
装
置
に
は
初
め
て
磁
気
テ
ー
プ
が
搭
載
さ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
蔵
方
式
で
、
一
秒
間
に
十
万
回
の
加
算
が
可
能
だ
っ
た
。
初

号
機
は
十
五
万
九
千
ド
ル
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
百
五
十
万
ド
ル
ま
で
に
値

上
げ
さ
れ
た
。 

岡
崎
文
次 

お
か
ざ
き
・
ぶ
ん
じ
／
１
９
１
４
〜
１
９
９
８
。
一
九
三
九
年

東
京
帝
国
大
学
物
理
学
科
を
卒
業
し
て
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
に
入
っ
た
。
レ

ン
ズ
の
設
計
で
光
線
の
屈
折
を
解
析
す
る
た
め
に
、
女
子
事
務
員
が
二
人
一

組
で
対
数
表
を
使
用
し
て
紙
と
鉛
筆
で
計
算
を
行
っ
て
い
た
。
新
し
い
レ
ン

ズ
を
設
計
す
る
に
は
一
千
本
か
ら
二
千
本
の
光
線
の
計
算
が
必
要
と
さ
れ
、

手
計
算
で
は
百
日
以
上
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
専
用
の
計
算
機
を
開
発
す
る

こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
開
発
の
の
ち
日
本
電
気
に
移
り
、
さ
ら

に
の
ち
専
修
大
学
経
営
学
部
情
報
管
理
学
科
教
授
と
な
っ
た
。 

三
菱
日
本
重
工
業 
財
閥
解
体
で
三
菱
重
工
業
が
一
九
五
〇
年
「
東
日
本
重
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工
業
」
と
な
り
、
一
九
五
二
年
「
三
菱
日
本
重
工
業
」
に
社
名
を
変
更
し
た
。

さ
ら
に
一
九
六
四
年
、「
三
菱
重
工
業
」
と
な
っ
た
。 
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